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yi = 1I{ β′xi + i ≥ 0 }
ここで、yi は借り手 i (i = 1, ..., N)の事故発
生時に 1、無事故で 0となる指示関数、(xi,β)
はそれぞれ説明変数と係数ベクトルである。
F で −i の累積分布関数を表せば、事故率は
Pr(yi = 1|xi) = F (β′xi)となる。
次に、返済時の利潤を ri(> 0)、事故発生時






E [π(zi)] = max
zi














i=1 E [π(z∗i )]
≤ 1
標準的には zi = 1I{ F (β′xi) ≤ ci }の形が用い
られるが、
結果 1 :最大解となる (ri, di,x′i)に関し可測
な指示関数 z∗i (i = 1, ..., N)は、次となる。










zˆ∗i = 1I{ F (βˆ
′
xi) ≤ riri+di }に依る。






































設定は Logit modelとし、平均事故率が 3%の場
合を見てみよう。例えば、保険料率 ri = 0.1に対
して、医療費支払い di = 2.0と想定する。最適
な判断は c∗i  0.05だが、比較の為 (i)c = 0.01
と (ii)c = 0.5を考える。結果は 100%で利潤が
上がり、平均上昇率は (i)5.6%(ii)46.2%である。
最大化利潤の名目信頼係数 95%に対し、実際に
は 94.5%と、漸近論は好い近似を与える。
